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暑かった８月もまもなく終了。それでもまだまだ残暑が厳しい日々が続きます。体調を整え、新しい月『９月』
もスポーツを通して心地よい汗を流していきましょう！

夏の思い出パートⅠ 『サッカーを通して様々な体験経験をしました！』
「サッカーを通して子供たちの健全育成を図る！」
このクラブの永久不滅な！？活動方針をこの夏
もいかんなく発揮し、数々の遠征等々を行って
きました。１週間の大阪遠征、試合のみならず
大阪城を見学したり、かの有名な道頓堀で大阪
の味を堪能したり、３日間、大阪のサッカーチ
ームの家庭にホームスティしたり・・・宮城で
の大会参加後は、あの松島で遊覧船に乗り海鳥
に餌付けをしたり・・・・新潟遠征では、食事
を自分たちで作ったり（自炊）、なでしこの選
手にサインをもらったり・・・・・・サッカー
を通して、２０１３夏の思い出もたくさん作れ
たし、何より、貴重な体験経験をたくさん積む
ことができました。これからの成長の糧にそし
て財産になるものと確信しています！

夏の思い出パートⅡ 『大自然の中で２０１３夏のたくさんの思い出を作りました！』
「サッカー及びサッカー以外の活動を通して子
供たちの心豊かな成長をサポートする！」これ
もクラブの最重要指導方針です。【２０１３夏
サマーキャンプ IN 南会津第１弾・第２弾】南
会津の大自然を舞台に繰り広げられたキャンプ
に総勢６０名の子供たちが参加し、それはそれ
はヤンヤの大盛況でした！（笑）川で魚つかみ
をしたり、魚を丸ごと食べたり、川下りをした
り、カブト虫やバッタをつかまえたり、ホタル
の観賞をしたり、尾瀬をハイキングしたり、野
外でバーベキューをしたり、工作をしたり、夏
休みの宿題をバッチリ行ったり・・・・楽しい
時間をクラブの仲間と思いっきり過ごしてきま
した。VAMOS 福島スポーツクラブでは、これ
からもこのような機会をたくさん作り、子供た
ちの笑顔の花をたくさん咲かせていきます！！

悔しさをバネに！！ ロードレース大会参加者大募集！
①厳しい選を勝ち抜き、初めて勝ち取った『ろうきん １０月２７日（日）西郷村民野球場を中心に行われる
杯サッカー大会福島県大会』出場。先日その試合が行 『第２３回西の郷ロードレース大会』。この大会への
われ、我が Vamos 福島ジュニアユースは県南地区代表 出場者を募集します！（詳細はホームページに掲載し
として１回戦に臨みました。結果は、県北地区代表の ます。）この大会には、『サッカー以外の活動を通して
チームに０対３で敗戦。涙涙涙・・・・先輩の流した ・・・』の趣旨のもと、クラブ発足以来（１９９９年
悔し涙を胸に秘め、２年生以下の選手には、秋から始 ホワイトリバーＦＣ発足以来）毎年出場しています。
まる新人戦で大いに発奮してほしいと思っています！ 服装は、サッカーのユニフォーム。ロードレース大会
また、３年生のみんなにはこの悔しさをバネに、高校 で、サッカーのユニフォームはちょっと・・・・確か
受験、そして進学後のサッカー部での活躍を視野に、 にちょっと浮いてるところはありますが（苦笑）、毎
残りの半年間の中学校生活を充実したものにしてほし 年我がクラブより１００名近い子供たちや保護者の方
いと思っています！ が参加しているので、その姿はまさに圧巻！！（笑）
②ホワイトリバーＯＧの遠藤純さんがＪＦＡアカデミ （このロードレース大会には、小学生・中学生の種目
ー福島女子チーム（静岡県）の一員として出場した『全 だけでなく、大人の部、親子の部＜就学時前＞等々が
日本女子Ｕ１５サッカー全国大会』。アカデミー福島 設定されています。）今年もたくさんの子供たち・大
は、並みいる強豪を撃破し、決勝戦へ進出。純さんも、 人の方々に参加してほしいと思っています！申込みは、
全試合後半から出場し、スーパーサブとして大活躍！ 各自でもできますが、毎年、クラブで一括して申込ん
２回戦では、２得点をあげる活躍でチームの勝利に貢 でいます。申込の仕方については、クラブホームペー
献！決勝戦では、静岡県のチームとの同県対決。ＰＫ ジ内にロードレース大会コーナーを設けてそこにチラ
戦で敗退し、涙涙涙・・・・。「来年は絶対に優勝す シ等々を掲載しそちらでお知らせをしますので、ぜひ
る！」とは純さん談。 来年の活躍を今から楽しみにし ともご覧になって下さい！（スタッフも健康の部で出
ています！ 場します！大応援よろしくお願いします！！＜笑＞）

我がクラブは、今年度もｔｏｔｏより助成支援を頂きながら活動していきます！！


